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播を防ぐに有効である。

（10）枕物の術生（PhL11七hygieユユe）盤耕軒力賓煙草の苗を植付け或は摘心するとき共乎指はワ’

イラスに汚れて簿染の媒介をなし，3ζ盤耕者の用ひる刻煙草の中にジ趨｛漆を含んで居るやうな場

合にも、不知不識の闇に乎によつて媒介されるものであるから，掘病の腱ある作物を取扱ふ際

には必す乎・を洗ひ清めてから潜乎するを嬰する。

叉、病轡の獲生した圃場では、牧獲物の全部を」1気納するに努め、聯草をも悉く除去し、病撮を含

めるまま越乍させるやうな事があつてはならない。掘り蜷しの馬鈴噛が律々にして病襟傅染の

原1溜となることがある。此鮎から見て輪作法は病害豫llがヒ頻るffT　II）’〔あるものと云へよう。以1：

最近に於ける蛋白質化學の概要

（講演要旨）

金子英雄

　　　　1．緒　　誉

　　多くの蛋白質構造巾に普逓ド1勺基礎的なもの曳存在を考ヘオランダ人Mulderは之にi）xoteiu

　　なる名禰を興へたQ然し｛蛋白質と一一・mで避つても典の種類多くその構1造も複雑性を有し且つそ

　　の欣態すら極めて鍵り、易いものであるから之簿を決先的に論じ卿iいわけであるがその大i勢を通

　　して有する4守性の一端を簡jll凱に蓮べて見ようと思ふ。最近の蛋白至ノf化墨の研究封粥物は主志し

　　て入乎しやすきゼラチン、カゼイン、卵アルブミン及び」血L清蛋白質等であり捌：究の方拘ぼ三1三と

　　して蛋白質構造に關するもの、蛋内質の錯禽性並びに分子量の滋ll定に關するもの及び蛋白質の

　　一般nロイド性に關するもの等である。

　　　　2．　螢白質の構造に關する研究

　　近年に至るまで蛋白質の化墨的購造に關してはたとへ1920年頃Ssadikowや柴iI困1太1；t眠等

　　の提唱せるDilce七〇piporazine環1伏イイく聚合論あ才しど大勢は瓦1’ischevの考への外には殆んど

　　繊でておらぬEl1ち氏は多くの蛋白質の奉1鴇i成は限られた撒のアミノ酸より作り．ヒげられ而して共

　　等は規則正しい仕方で結倉してゐると考へた。

　　　　　・・，…C．Cq　OH十HillN．C・・．…　→　……C．　CO瀬H、G……

　　自Pちアミノ酸より水分子が離れて物有基CO・NYIの結合によつて1）olypepもideの蓮鎖を作り

・　その聚含によつて蚕白質が組み立てられてゐると考へたのである。この特有結合基CO．NH　lよ

　　稀酸や「rl’1）1コ＄il1J　Erel）sinの如き　Pep七ic’laseの作用によつて分郷され水分子の添加（k式¢）

　　蓮反鷹により域分アミノ酸を遊離するに至る。然しこの特右基は1）epsinに」：つては全く作用

　　を受けない。從つて蛋白質中では何所も彼所も一様な結合の張さを有つておらない事が推定さ

　　れる他面S七audingorのセルロー一ズの如き高分子化合物の研究の影響を受けてMeyer及び

　　Maτk氏等は蛋由質は主原子便によつて結合せる高分子化合物が鯛鹸親羽1力によつて更らに高

　　吹な錯合物に聚合して一つの構域軍位を作り，この坦位同志が多少溺説、1’合力をもつて聚合し
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て蛋白質を構成してゐるものと考へな。而してある蛋『1質lI・tの分子1国ζは比較酌律易に郷離し

うべき成分系よりなること父水の存在せぬ有機物r・Liに於てすら解離しうるととが確めら’i　bてか

ら蛋閂質中にはCO．NH結a似外の仕方である部分は化舳！1勺に結合してゐることが拙定せらゐ

Nに至つた。例へばCla　soin　をグリセリンIltで低級聚合休寵でづ｝郷せしめるとその分酬1吻中に

は｛q1H、7N、　o、，｝，｛Cl，・、Ht；・IN・（）、U｝2，1｛q1・H・・Nl　OI・跡が得られ糊L磁離脚・：1：つのc帰

0影H　と＿・ろのNH2を含んでゐた。　i’rliして此等は皆　1’01Pl）al）t｝it．’lo　漣鎖によつて會合し

　　　　　　　　　　
・一一一 b（OH）－N一なるnノル≧胆の存イ↑…も確力のわら矛した。

　D，」．1」yloydは霊としてCo⊥1Rge駄の構造研究をジ1奪礎として蛋1「1質構ll父ll齢｝lllk提軸1三匡鎖・1二

側鎖結休Rとに分ち蓮鎖レま同一基石よりなり典の長さ及　　エェ．＿＿．＿O　　　p．2a∬

欝嚢：：難罵、欝？Ill灘距簾潔驚塞／k＼ノ＼，》く、，／

韻例へばプ・タ・・・…一ンやサル・・鰍Rの　孟＼、蚤、＿＿　

欝謙纏罪、1，齢潔諜急卿賭篶纂　　　←…嘱謀騨…

る。之れに反しで繕阻宗哉よ賊肺准翼チンはその1’IV｝　：lll：の251刷1ブ蹄ンよ職耽

以てRの四分の一一は少くとも水索際子よりなることが推定せられる叉絹ツイプ1’tインは亭：の

！醗の40％伽まグリシン、器％伽：アラnン姶有するから：Rの細粉の三三1．1PJ螺燃

CH3基よりなりRの小さいものである。ごのRの長さ及び容番Llξが穴きくなれば同一：種類の池

の盆三軸漣鎖同志が密に近づき難く且っRがイ諦誕性の場合には：R｛z）周剛に多くの水分子勘」樽

つけて三酬瀦合はゆるむと同時にその包水力を増大す掴）けであ濱，。從つて1期様なillそ白即蛎ヒ水

中に於て客易に膨澗を起し途ひに分散溶解しやすい。之れに反し㍑が小さけSLば電軸漣鎖；1弓

、志の結合は丈夫となり從つて膨潤を起しても分散熔1係しがたくなるo
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　コラーゲンミセルの主軸漣鎖は五にぽド行に排列し嗣慣によつて五に結合し典の距悶liは約liA

であつて1顯しば約三側ひ渤1げる。1〈ti・tizel　lls　＝ラーゲンの水中に於け馴騨「撤兼い砿の

吸牧に暴ついてミセル内膨潤を起すtとをX線分析より推定し，ilR父江寳1：職は絹綿のを1麟t中の

漁氣による漁綜の膨潤ilまミセル内及びミセル間双方に｝鵬ごと酬擦した。

・蛋白質の水中に於ける水和はOH，　CO2　H，　N瑞，　CON∬2，　NH及びぐ；（）ジ勘水との配位に

よるものと考へられ可鰍職白璽㌘の側郷給休（n）rl，iには多く此等“曝を斜∫し盟ごゐる。酸・

アルカ吸び・i唯塩中に方奪ける蛋由質の水和はイオンの大さ、その原子債鱈7に」：つてi飢湘1

質主軸連鎖の接近慶は巳に述べたる如く側鎖結合休（R）¢）性質に關係しlj　lいては蛋白質のis：ド

解性並びにその水和に影響を及ぼすわけである。i蛋白質のミセルの排列の不規疑ilになる程その

水への溶解性を塘すことはセリシンに就いても見ることがlll來るし化∫呉1遮現をなしたフイブμ

インに酎しても見る事が出來よう。

　蛋白質の如き和水性コPイドの組織的研究はこ｛。業上のみならす：生物墨ヒに於　ごも鍍要な問題

である。帥ち動髄物の物理化離やよ錯創伏態にあり且つ大いに水和さ身Lてゐる黛ロイド公ひかへ

れば原形質の物理化塵上にその一端を置V、てゐるからで提，f）る。　申す豪でもなく動糖ll勿はその：航

量の60－80％の水を含有してゐるが通常の液欺欺態、』して存するものほ比鮫1’1勺ψなく大蔀分

は組織中のコロイド錯合体中に水和水（系11織構造的水）として結合せられ，てゐる｛／」illjして・分1｝斐相

と分散媒Tl．YJに存する【鋼係を矢flる一つの：か法は水和によ牙5結脅せる水：：］1：V’）渕定で轟る観，ノ1く和水軋♪

測定に：はas　ftの方法があるが蛋1封質の如く多分散系を作りそのコロイド’挫を時出I　J：41、に拳壁じ1”1．

っ澗度が高く系のPHf直の大なるに從ひ’1生質の痩化“：　i｛i》大し叉バクテリヤの作川を受け勢
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V・ものの場合には工）ebyeの篭媒i溌に基づき蛋白質溶液の爾媒†［1：数の測先より水和水最を求む

るのが便利である・o・5～1％イェ｝二畷1’1償溶液中に於1ナ’る蘇戯粒子1瓦が電女糊に糸船せる水

和水最（瓦）はゼラ，チンに酎しては約0．2－－O．5、卵アルブミンは1．5、血L滑アルブミンは0．11

位である。

　結品性絹フイプtnインの構造に關してはX線分析の結果羊毛よりも寧ろセルローズに多くの

近似黙を有することが推定せられ叉絹7イブ1：インの中陶分解物とし》ご多くの新ボリペプクイ

　ドが分離せられた。3〈七リシンに關しては小膿亀太郎氏は二光學性即ち複屈イ17性を利川して・L’リ

シンミセルの排列欣態を推定せるも未だX：線干沙圃としてはイ弓料撰握L、1－）無旋形を與へてゐ

る。

　　3、蛋白質構成々分に醐する研究

　多くの蛋白質をイ鰍づ『るアミ・撫・ン燃液中に方鮒る形態燃脚1塾作らむど蜘1・Wこナ髄

鮪し焔分輔1イオンとし’て桶三して居刷卓がそれ等ノ購灘・鵬・三鰍の測定よ1映鑓世ら

れたことは興味あり，rLつi1r！：要な事である。例へばグリシンやフ・スバラギン酸等ほtZイ∫極形をな

しdアルギ・・ンはδ有極形をなすことが才1霞定せられた。例へば

　　　NHil’．　cHz．（」oo｝　　　　　Hc）（）（1，　cH：：．（IH，　coo…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：歯H：：1’

　　　　　グリシン　　　　　 アスパラギン酸

こ伽醐イオン謝・：kA・1・ins（1916）によつてぜ馴され後ユ脚・・妖1923）が之れを進展唄r、」

めたものであつて此の中間イ2’ン1よ溶液中では角争離し鄭i〈溶媒のイオンゐ絆合してア鵡オン叉

はカチオンを作り或は多くの中間イオンll弓志カミ煎合した形で存する。＞IJi　Nる1覗合休の：存狛三によ

つて異常港邊をII｛するものと考へられてゐる。而して中間イオン歌態は蹴「「1質に就いても兄ら

れる現象でこの欺態に就て最も聚合せんとする傾尚をもつてゐる。

　1’h：　reoglobulhnは症物休内に於ける弟一次酸化作用を促進する生灘作川を磨するもので蛋肖

質9hy…illeと峨警合休である田hy・・xina　1・・t　1914・i・K・1漁11鳳つて灘世られ厭

素含有伽シン關聯休である諦lf晶性

雛総繰騰鷺婁珊《ζ｝⇔嶋蹴噸

甲欺腺pl，1に存在する。その際には極めて複難に蛋臼質と聚合休を作つてゐる事が推定せらるS

に至つた。

　Gluta七hioneはユ921蓬ドHopki1旧によつて分離せられた　　　N正［心H2・CO2H

一つの鰍なt・ip・p七id・で初て盛臨編榊に廣く分荊fし　dH．C・OCcix．．・JsH

家畜の水嗣く中には約0．330％と灘、獺舷れてゐる。　曲
グリシン、・Xfイ汲ぴグルタ，。撫りなり赤酬ミ肋　dαCH，・cH，，（JIEI．N｝12

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他の紐織中に於て酸化作用を促進する作用を有すQ即ち次の　　　　　　　　　CO2H

如き可逆攣化をなし水素原子を取り去つたり或は與へる働き　　　　　（チオール型）

をなし從つて脂肪・や蛋白質の酸化に役立つのである。

　　　2　　　s　　婁些ご　　＝－s～s…d”“－u．．t．

　　　　　　　　　1一　　　　選元　　　　　　，一〔　；「一一“’一“’”『

　　　　　（チS－　一ル型）　　　　　（二硫化物型）

　Me七hionine・CH，・S・CH2・CH2CH（NH2）・　（；OOI－1は含硫黄アミノ酸の＿つにして1922
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年M‘illerによbて見出され動物の濃育に必要なるものでシスチンの代用、として叉凋η1される琳

が分つた。カゼイン中の硫黄の8↓，2－　90，2％ぼメチS－　zaン態靴なしてゐ？，｝　c，最瀧］3tL｛tVllf4t‘，in

の測定せるMe七hioninぐ）含鍵iへ士次の如し。

　田叩
@　　辱　　　　　　　　　　　　＿T＿＿．＿＿＿＿一撚．渦　．．＿r、一…　　　　冊「c　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　｝　榊

（蛋　 白　質）　　（メチオ＝ン）

カ　ゼ　イ　ン

卵アルブミン
　－．v　　　　　　　　わ
m　ア　ス　テ　ン

3．50　％

5ユ05．24

2．39

（蛋白質）

フイブリシ

ラクトアルフミン

，驚然懸裂脳［v・yPも・・ph…。
一』翻囎欄　 @　～1二物の成工・ミに必1要

2．59％　　　は絹・ヒリシンIliに微

2．｛3・2　　　量含イ∫せら痢，叉濫慰｝己

　　　　　のlitwxn｛｝1y川王）h申

にはユF均0．152％存在す。從つてMfixxtoliはかく獄兇¢）h｛しcartolymplL　litにトリヅトソアン

が存在することは蛋白質の酒化が羅児の休内に方急てアミノ酸の遊離張で巡むことな疇示す；i）　V

　　4．蛋白質の錯合性及び聚合性に關する研究

　蛋白質特にアルブミノイドは五に密接に關聯し撚かも類似な一・鷺の化合物の可虚殊欺澱合物t，：

して存樫する帥ち大なる鈴合性を有することが知らA　1．てゐる。例へば次の如しu

（a）ケラチン：羊毛のケラチンは二つ藤たそれ以上の蛋白至’収は・・’LC，tuX）i・｛漁よ肱根・

考へられその一・・tつは比較蘭酸のf乍用に抵抗し、他はアルカリの作川に祇抗するものであるq

（b）　フイブロイン：X線分柳、沈澱性叉は1）＞rpobxomihaの作用等｛こJlり瓢猟以1：の鰻1「1質

が存在するものと考へらる。

（の　セリシン：SF　h　eltJen，薯漸及びMoshex’にょりて・L・リシンには少くとも：二種（A及び：B）

の存花を明かにしだ。

（d）　ゼラチン：之れは戸ラーゲンの加水分郷的作川を受けてイ（｛　L：，たもので研究糎によりその

材料を異にするを以て種々の名稻がある。例へば節1颯、と第11型鱒よA、13及びc～駄叉

熱により凝岡する城分も見出されてゐる。

（e）カゼイン；工Sl：1及［〈6型或はK1及び職型があリチロシン含量を異にしアル識一ルへの

溶解性を異にする。

（f）　ヘモクロビン：人の血溝」中には二租のへ一・eクPtビン存在しアルカリ抵抗性成分たるへ櫓

クロビンは幼児にありては80％、域人は2〔〕％以下に減づ㌔

（9）通L清蛋白質：並L清アルブミンにはC及び工）型があIp　tilし浩グロブインにはプゾイドグ

ロブリン及びオイグロブリンが存在することは巳に知られて居るrtii・である。

　蛋白質の聚合性はその挙均分子量の測定より推定せらる玉斯にして溶媒の難3くは測定方法

（滲逡i朧、搬散係敷、電媒恒数、界両張力、沈降挙衡’随激、叉．は化學結合ゴli：）によりて常に一一鞠驚

のll虻は得られぬが次に摘ぐる最近の結果から蛋白質は小さな暴本的輩位をおし、通常は此等の

ものがより高次に格子ガJこに排列聚合して大分子となつてゐるものと考へられてゐる。

i蛋　　白　　質

卵アルブミン　』

J血．清アルブミン

血清グ・ブリン

ゼラチン

カゼイン

ヘモクロビン

インsmリン，1

二水・・於隔屈こ二二て灘1齢膿鱗
34400・35000・34000’3600※　　　　　　　　散してゐる自E｝ち多分散｛’kを

、灘：、羅：、1器59°°°　　有す脚・て．馳・ll鰻

39100，34500，44700　　　　　　　　　　　の㍗均位を示すものでもあ

gSOOO，33600※　　　　　　　　　　　　　　る。次に最近lllll定せ・られた

68000，　67三〕00g　G7000，　34300）1ξ　　　　　　　　　　　　　　蛋｝隻1｝三k”d）ξi三；”’「匙鉱理lliを　／t，㍉｛ナr，れ‘よ『

200°O・35100 @　　　　　　　　　　次の如ぐeある。

（担し※は有機溶媒中の値なり）
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蛋　　1茎i　質

卵アルブミン

」血清アルブミン

j血購グ・ブリン

ゼラチン

ヘモクraビン

浄丹7イブロイン

カゼイン

インシ＝・・リン

セリシン

フイプリソ

羊　　奄

ll

　　　　　蝶　　　電　　　鼎占　　　　　　　　　　　　　　．

…閤一…｝h㎜　…ret’tt｝　一一di…瓢’謂…t’m’”－T”－t’… @上炎の例に見る如く多くの

．．．．．一＿．．．＿，一＿．．＿諜、tttt－．、、＿…一鷺一一＿＿罵＿一慧菰瓢　i蛋「1質は二二種父はそれ以」二

　　4・75・4・95　　　　　　　　　　　　　　の等鴬黙を有する事は｛蛋白

1：1㌦，　　　　　質の歪撤腕し陶綱夏
　　4，9，5．。r），5，、8，5．2，5．26，4．6～6。0　魍｛【三勧ミしてゐる矧列であ

　　6．s，　7，6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るo悌｝動4勿の1呼ll及叢虐1の等

　　2．コ，　2．5，　4，60，　5．丁　　　　　　　　　　　　　　　　　　乍慮製』liは多く　4．3～5。1　fb乞こて：“

　　4・7，　4・8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謬うる。

　　5・3、齢5，5・40　　　　　　　　　　　酸索α翻a臼oは分子：．ll，1：

　　1：ll謹6’2　　　　　　G8Sl｝・・、暫繍5・，c，8鮪

13・il，　X．L）一・…4・・　　　　　しへ解曜瀕似の㍑》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『r・化合物であら弓と分光分

析の綱：究より推建されてゐる。璽らにCla七ivlase亭：it熟によつて不安建化す播とh、大なるH蹴

はOHイオン濃度に封し感じ易きことs爾性電解質性を≠∫すること及び癒粉され難きこと等の

性質は・蛋白性を示してゐるo

5，　血清蛋白質に關する研究

（ft）　アルカリの作肱　｛蛋由質溶液へのアルカリの作川にょり；，1三する粘度の噂聞1’i勺鰹化より語t

溝アルブミンは0．5％アルカリ濃度ではグロブリィンよりも粒子の分割されカが羅く從つて

グロブリンより一般に粒子大きく且つグロブリンはアルブミノより水和擬が大きV㍗ごとが推鴬

された。

（b）　銅に甥する電i氣化摯的観和性、蛋白質の溶液に硫酸剣i］の溶液を滴下し溶液の暗｛チンシヤ

ルの憂化を測建せるにグロブリンはアルブミンに比し銅を多く結合す陰llち銅に鮒する鴬氣化墨

的親和性大である。之れグロブリンの方が分子1壁大なる欝めと推建され從つて爾蛋白質は組み

立上に相違性を有することになる。

（c）　爾蛋南質系の分散性、Scl］in｛七zは蛋由質溶液に一一定蔽の種々の濃度の（N瓦の2SO4液

を加へ30分放綴しその漉濁度を線色フィルター付のネ7・ri　Ptメーターで測定し∫如でi可なる硫安

の濃慶で蛋白質の盤析が完全に行はれうるやを槍した。比較澱濁度と疏安の1農度との關係曲線

が藩し侠つてゐる場合は完全に塩析されうるi戯白質にして準たい嶺を有する曲線“）時はたk’不

完杢に塩祈されうるものである。從つてこの關係から血浩アルブミンは完全塩析性を有し蹴分

散牲であり血L溝グロブリンは不究全塩析性を示し多分散性であることを児た。

（d）溶液の吸光係数、馬の血濾アルブミン及び1貞L清グロブリンの吸光係数は波長279－251

m・IXの波長に封し夫々4．47及8．50であるEIIちグロブリンの吸光係数ぱアルブミンのそれの

約二倍である。血L清蛋ド1賢溶液｝こアルカリを添加すれば已に蓮べ海女1民粘度の愛化を起す外に

その光の最大吸牧漿をも鍵化せしめる。次表はN・NaOH液に溶かした血清アルブミン酔液及

び0・工N・NaOH液に溶かせる血溝グロブリン溶液との最大吸牧における吸光係敏の時閲に封

する愛化を示せるものである。

1（鯖・・プ・・）1（蛸・・ブ・・）磨防嚇】磯つにつ撒光鰍㈱加

一罰一一 @　　　　　㎝｛｛｝．閏國．’［．｝‘T…　1「’　一一一　　　　」一層闇　　　　げ　　』亨一両　一゜　　　　　噂　ゆ　　　　　　　き　，　　　　　　“

アルカリ添加磯後　　　　　11．4

　2　時　後　　　　　　　　13．0

　24　 1剛　　　　　　　　　　　　 12。9

　72　同　　　　　　　　　　一

13．6　　　　　　　　　　　’

ユr）．1．　　　ンはアルブミンよリアルカリの作用に

16，5　　　感じやすき黙は粘度痩化と一一致する。
ユ6・4 @かく鋤質畷大・yx，牧がアルカリ・・作

し」最1簑1」に逮す。而して拍L清グnプリ
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用によつて増加ずるのはPepもido結合の・T・ノル化帥ち新らしき二盟結合換襟すれば新獲實5離

の生成によるものと考へらるQ作用噂間が長くなれば畑水分解によつて・rrノルll1こペプタイド結

合が滅じ從つて吸光係藪を減退するものである。

　　　　　　　一一・　NHr－一一一CII－CO－一一Nlir－・ニ　ーMI－C訟C（OI，T．）一醤H：＿

　　　　　　　　　　筑　　　　　　　　　ぬ

　　　　　　　　　　（ケト型）　　　　　　（・・ノル型）
（e）爾蛋由質の沈澱性、iiL溝蛋由質を溶液から沈澱せしむるにはNaCI，　MgS（）・1　，　N！し声（：）・t或

は（NHの，　SQ1の種々の濃度の液を用ひ或は等電無占で加熟せしむ。孤しSεu漁卿耗等は（NltlLO，，

SOdの濃度を増せば血清蛋山璽肋分子は小さくなつて淵鑓しがたv心とにii：．　lt，1’tl・し・力二。尚蜘’雌

の沈澱はアセトンやメチルアル＝・一一一ルによりても起り分別沈ll醍に利用せらる。即ち」貞薦飯iWl

溶液に2．5倍のアセトンを加へると殆んど食撫を含イ∫せぬ沈澱なえ且つアセトン沈澱によつ’ご

は少しも攣慨せぬ～二とが分つk。所が工・iuの如きはワ’セトンでも鰻性書ご起すぴ）でメチパノル：x

一ルを用ひて分別沈澱せ’しめたoその一一例をあげれば次のll（llくである、，

　　CH撞OH割含

　　約10％……E11910blllil1沈澱す
　　　　30％　　・・一・・　P旧eudo9101）ulin　　「司

　　　　70％　……　Se】rrup－all／）uxnhn　同

更らに皿L溝蛋白質の分別法にはPHの縫化によるもの及び電場内の移動の和鰯導む和1用・陵為

ものがあるo？N　ein　er氏等の馬¢）通L溝についての結果によると、

』盤］韮i亜璽璽∵器竃総講織聯鰍ll窒奪謝N照燈
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ユL’4・’ng之身はり輔ハ・ブリン1濃なる鰻r脚醗より作
瓢1
21｝0　　りあげられ撫清中で1よ五にオll結合して錯創刎して

60　　存在しいつれの域分Ol）性質をも鋭はして居ら鼠賄の

　　　　と考へた。

　3くナフトール黄で血清アルブミンをLA，tCiめ、ナイト青で通L溝グロブリンを染め疫頑L溝射翼朔ξド1

質の等電黙の中間たる？H5．Oで電流を通すれば色の擾化よりアルブミンは陽繊ヘグμヅリ

ンは陰極へ行くごとが分り之れによつて爾蒋を分離することが出來る。

（f）血濡蚤白質の安定域：Svedber9によれば血清アルブミン及びグμプリンの沈澱し難い安

定域は夫々PH　4．O－一・6、0及び4．O－8．0と考へられてゐる。レシチンを水に加へr：，　，F．．　・uイ

ド歌乳欣液を生するが血溝の水溶液にレシチンをカiへ海場合は企く遽明な液となつてし決ふ之

れは血清蛋白質としレシチンとがコロイド状錯合物を作る爲めと考へられる而して水ヘレシチ

ン孚獣液と血溝との漉含伽こ於てレシチンの分釦こよつて麟i！避白質に次の如き分llゆ鍵化が

起きるo之窟tより　Pseudo910bulin　I工　と　SGvumalbuniiu，

EuglobulinとPseudo910bulin工とは五1こ相反して壌減す　　　　　　　　、

織難鷺轍ン1°號瓢響響鷺ザ　ー、屠轄
グ・ブリ。は全くAl（・H）、に嚇さ層、舗して蝋の繊3e　　／κ襲蜘蜘

を比較すれば次の如くである。　　　　　　1。　さ爆・鰯ゼ．
蜻アルブ・ンくプ…グ・・ン・別グ・ブ・ン、＿際一訟嘘號雲穎“し“

（h）1血L清蛋白質液の電氣傳導性、∫雌L清蛋由璽ぼは550C以上で　　　　　　　　嘱轟“’u蝉帰
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は水の固蒲を引き起す疫めに線類の濃度は増加し爲めに舳氣傅導性を増す。一・般に蛋肉質の簿

導度はその濃度によつて攣化するものにして1蝋1∫アルブミンの2．41％溶液の電氣比傅摺1度は

6．r）×10“li　mhoで濃礎窪すにっれ少しづ曳増す。

　6．紬　　　び

以上は最近に於ける蛋白質化等の概況の一部にして術光禦性の研究、コイイ｝’性の研究等あれ

ど時聞の都介上論1赫寅しなかつfeので略することsする。膀來のi蛋山質の姻づじに射して滲考とな

れば辣｝甚の溺L）であるo　（以1：）

　（本稿は昭和九年卜二月一：．　1：li：田獄綜聯門墨番変内に開かれたる薫墨談話魯に於ける謂矛寅要旨

　　である。）


